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研究成果の概要 (和文):視覚障害児 。者に対す る地図の基礎学習指導プログラムとして考案 し

た既知地図化法を、7名 の研究協力者 (教員)と ともに 6盲学校等で延べ小学部 6名 、中学部 4

名の児童 。生徒 (いずれ も全盲、単一障害)に対 して実践 し、その有効性が検証 され、次のよ

うなプログラム として作成 した。ステ ップ 1:対象 となる具体的な環境の既知化、ステ ップ 2:

その環境を用いた地図化指導、ステ ップ 3:他の環境でのステ ップ 1及び 2の応用的な実施。

研究成果の概要 (英文):The methOd about mapping of familiar area designed as basic
methods and techniques ofinstruction program in the lnap to the children who are visually

impaired and blind 、vas practiced to six students of elementary school part and four

students Ofjunior high school part(all are tOtally blind and single disability)in six schools

for the blind with seven research cooperators(teacher),the effectiveness was veri■ ed,and
made it as the follo、ving programs.Step l:familiarizing a concrete environment, step 2:

instruction of making to map 、vhere the environment was used, and step 3: applied
execution ofstep l and 2 in other environments.
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1.研究開始当初の背景

(1)主 に、先天全盲の視覚障害児・者は地図の

理解・作成に困難を示す ことが知 られている

(Golledge,1991;文 部省 ,1984;芝 田 ,

1984;ミゝ rren, 1984;他 )。 それは、 地図が

視覚的なものの学習であることの他に、視覚

障害児の場合、視覚か ら情報が得 られず、概

念形成過程 (貯don&MCGra、 1973)に お

いて最終 レベルである抽象的水準に到達す

るために、その前 レベルである具体的水準 。

機能的水準において必要な多 くの具体的な

事物 に対す る体験が少 な くとも量的に不十

分であることが大きな理由と考えられ る (芝

田,1987)。 量的に不十分であるため、地図



の理解・作成に必要な概念の形成 (概念化と

する)、 認知の発達を促すにはより効率的な

指導プログラムを確立することが求められ

る。
(2)と ころで、芝田 (1984,2007a)は 、視覚

を主体として検討 した場合、対象である事物

によつて概念化 される形態が次の A、 及び B
の 2つに大男Jで きるとしている。

①A.視覚が概念化に効果的である形態

用途 。名称 とともに視覚によつて成 り立

ち 。理由等の意味も理解 される。この形態に

よる概念化は視覚によるため、容易にそして

速 く形成 される。歩行に必要な基礎的能力

(芝 田,1990)の 中の知識 としては、道路・

交差ッ点の形状に関する特徴、歩行環境に存在

する主な事物とその名称、道路・交差点など

の概念的な性質と特徴が該当する。

②B.視覚が概念化にそれほど効果的でない

形態

用途・名称は理解 される。成 り立ち 。理由

等の意味は当初は認識 されにくいが、経験を

重ねることによる気づき、さらに教育を通 し

て徐々に理解されていく。成 り立ち 。理由等
の意味の理解促進には視覚が効果的に作用

する場合がある。歩行に必要な基礎的能力

(知識)と しては、交通規則・ルール、ルー

ト作成 と地理・地図、言葉 。用語が該当する。

(3)こ のうち、 「B.視覚が概念化にそれほど

効果的でない形態」の概念化は、「地域にお

いてある目的地へは複数のルー トが存在す

ることを理解する場合Jを例 とすると以下の

ような過程を経ると考えられる。

幼児・児童 (健常児)は、生活地域の区画
の成 り立ちや地図の意味を理解する前から、
つまり、空間概念が形成される前から道路を

歩行 してその地域の既知化をすすめる。その

過程で、ある地点からある地点へ決まつたル

ー ト(第 1のルー ト)の歩行を繰 り返す中で、

ある時は迷い、そして定位するといつた試行

錯誤的な行動経験、家族や友人等、他者の歩

行ルー トの模倣や他者からの教授 という、よ

り積極的な働きかけを通 して偶然的あるい

は必然的に第 2のルー トを学習し、これをま

た反復 して使用する。

同様の理由で第 3、 第 4と 新 しいルー トを

経験すること (概念形成過程の具体的水準 。

機能的水準)に より、ある時、一つの事実、
「ある場所から他の場所へは複数の方法 (ル

ー ト)での歩行が可能であるJ(抽象的水準)

に到達し、その成 り立ち 。理由等の洞察 (気

づき)や他者からの意味づけによつて概念化
が進展する。

(4)こ のような既知化 された具体的な地域で

の活動 (歩行等)の反復 と、その過程で成 り

立ち 。理由等の洞察 (気づき)や内容によつ

て教育等による意味づけを通 して、地図等の

空間概念が形成されると考えられる。Bの形

態による概念化は、視党に比較的非依存の状

態でも可能であるため、視覚障害児 。者に対
して有効である。ただ、健常児・者 と比較す

ると経験における能率性やその量などに限

界があるため、他者による適切な指導が必要
であるが、概念化は図られるであろう。

(5)視覚障害児に対する地図学習については、

その重要性が指摘 (文部省,1984;他 )さ れ、

また指導項 目や指導の概略は示 されている

(文部省,1985)。 しかしながら、盲学校 。

視覚特別支援学校 (こ れ以降まとめて盲学校

とする)においては、具体的で明確な指導方

法の理解が不十分であることから、指導があ

まり実施 されていない、指導の成果が明確に

表れないといつた問題点がある。また、地図

学習は歩行指導の一環 として行われ ること

でその成果が表れ るものであるにもかかわ

らず、あまり成果の見られない地図学習だけ

に偏つているという報告もなされている (芝

田他, 2006)。

(6)こ のような問題点の原因は次の 3点に集約

できる。

①環境の既知化が不十分である…多 くの盲

学校において系統だつたファミリア リゼー

ション (未知の環境等を既知化するための説

明・行為 :芝 田,1985,2006)が十分なされ

ていないと考えられる (芝 田,2007b)。 そ

れはファミリア リゼーション実施方法に対

する理角翠の不足がある。なお、ファミリアリ

ゼーションの実施は専門の歩行計1練士の指

導の基におこなうのが適切である。

②十分に既知化されていない、あるいは未知

の環境を地図化 しようとする。

③空間の概念化がすすんでいない視覚障害

児に地図や模型を提示し、作成させることに

よってその環境を理解させようとする。

以上のような現状からみて効率的な地図

学習の指導プログラムの確立が必要 とされ

る。
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2.研究の 目的

(1)地図に対す る概念化 の一般的な指導過程

は次のよ うになると考 えられ る。

①まず、具体的な環境を既知化する。視覚障

害児・者にとつて、環境が未知であるか既知

であるかは活動能力 (あ るいは活動制限)に
大きく影響するからである。その環境の既知

化に際しては、確実なファミリアリゼーショ

ンが不可欠である。それをとおして自己と他
の事物との関係を理解 し、その間を移動 (歩

行、活用、体験)する。 したがつて、既知化

するとい うことは、その環境を迷わずに移動

できるということ、さらに例え一時的に定位

できなくなっても環境認知によつて定位が

回復できるとい うことを意味している。

②次に、この既知化 された具体的な環境を用
いて地図の意味、作成法、読み取 りといつた

地図化の方法 (こ れを既知地図化法とする)

を指導する (具体的水準・機能的水準)。

③この既知化 と地図化をセットとして、他の

環境においても同様に実施する。これらの積

み重ねによつて、地図に対する総合的な理解

をすすめ、地図の概念化を図る (抽象的水準)。

なお、研究代表者は以前にこの方法の基とな

る方法を盲学校卒業後まもない 20歳代前半
の先天視覚障害者に対 して試行 して成果を

みている (芝 田,1984)こ とから、本指導プ

ログラムは有効であろうと考えている。また、

本指導プログラムは、他には見あたらない新

規なものである。

(2)そ こで、本研究では、視覚障害児・者に対

する地図を学習するにあたつて、上記の考え

方に基づ く効率的な指導プログラムをいく
つかの盲学校の協力を仰いで試行すること

によつて、検討・作成することを目的とする。

3.研究の方法

(1)地図学習の指導プログラム案

以下は、既知地図化法に基づく今回の地図

学習指導プログラム案である。

①環境の既知化…系統だつたファミリア リ

ゼーションとその後の歩行によつて環境を

確実に既知化する。

②既知環境の地図化…指導者が レーズライ

ター (透明上の特殊な用紙にインクの出ない

ボールペンで記述するとその箇所だけが浮

き上が り、記述部分が指で確認できるもの、

視覚障害教育で一般に使用されている)、 模

型、マグネット等を使用 して地図化する。そ

れによつて、地図 (触地図)の意味 。特性・

表記等 (触地図使用のための課題 ;レディネ
ス :芝 田,2006)を も併せて指導する。当初

は対象児が地図化できるよう指導者が地図

化を補助する。最終的に対象児が自身で地図

化できるようにする。適切な段階で既知環境

を使用して地図等の成 り立ち 。理由等の意味
づけを行 う。この時点で指導がすすみにくい

場合、ファミリアリゼーションが不十分であ

ることが多いので注意が必要である。

③他の環境での上記① o②の実施…この①と

②の組み合わせ、すなわち、既知地図化を、

他のいくつかの環境で実施 し、最終的に対象

児が自身で地図化できるように指導する。同

様に、適切な段階で既知環境を使用 して地図

等の成 り立ち 。理由等の意味づけを行 う。ま

た、ファミリアリゼーションも可能な環境で

は視覚障害児 自らの探索を中心 とするセル

フファミリア リゼーションができるように

する。

④地図による未知環境の理解…能力的に高

くないケースではこの水準に到達するかは

未知であり、今回の研究における検討課題と

なる。

(2)研 究協力者
この指導プログラム案を、以下の研究協力

者 (盲学校等教諭)の協力を得て実践 し、プ

ログラム作成をすすめる。研究協力者は以下

である (計 7名 )。

① 出井博之 (北海道札幌盲学校教諭 )

② 正井隆晶 (奈良県立盲学校教諭 )

③ 松下幹夫 (大阪府立視覚支援学校教諭 )

④ 小り|1 潔 (同 上)

⑤ 中野純子 (大阪市立視覚特別支援学校

教諭 )

⑥ 鮫島貴子 (同上)

⑦ 桝岡良啓 (兵庫県立視覚特別支援学校

教諭 )

なお、研究代表者は、以前、社会福祉法人



日本ライ トハウス (所在地、大阪)において

厚生労働省委託視覚障害生活訓練等指導者

養成課程、及び教育関係者視覚障害 リハビリ

テーション研修会 (文部科学省後援)の主任

教官として指導を行つてお り、これらの研究

協力者はその修了生 (歩行訓練士)である。
したがつて、ファミリアリゼーションの実施

については熟知 してお り、また、この指導プ
ログラム案についての基礎は認識 している。

(3)研究対象は、盲学校小学部、中学部の視覚

障害児 (いずれも全盲、単一障害)10名程度

とし、2008～ 2009年度は、対象児に既知地

図化法を実践 し、その有効性を検証する。

(0既知地図化法の指導プログラムを上記の

実践を基本として、研究協力者 とともに作成

をすすめ、2010年度には全国の盲学校教員を

対象としたシンポジウムを開催 し、そこから

も知見を得る。

(5)作成 した指導プログラムを冊子化 し、全

国の盲学校、視覚障害 リハ ビリテーシ ョン

施設等へ配布 (郵送)す る。

4.研究成果

(1)2008年度は、5盲学校、7名 の研究協力者

(教員)に よつて、小学部 4名 、中学部 2名 、

計 6名 の児童・生徒 (いずれも全盲、単一障

害)に対 して既知地図化法が実施された。総

合 して、すべてのケースにおいて既知地図化

法は有効な指導法であることが確認 された。

(2)2009年度は、小学部 2名 、中学部 3名 、

計 5名 の児童・生徒 (いずれも全盲、単一障

害)を対象 として実施 され、総合 して、すべ

てのケースにおいて既知地図化法は、昨年度

同様、有効な指導法であることが確認 された。
この時、2008年度の課題であつたプログラ
ムの対象 となる地図におけるルー トの距

離・形状、その指導順序等の検討が進められ

た。

(3)2010年度に研究協力者とともに既知地図

化法の指導プログラムが作成されたが、その

作成には、2010年 8月 3日 に実施 した全国
の盲学校教員を対象としたシンポジウム (約

40名参加、会場は大阪市立視覚特別支援学

校)か らも意義のある意見・情報を得た。

(4)既知地図化法の指導プログラムは、以下
の 3つのステップからなつている。

①ステップ 1:既知地図化法の対象 となる具

体的な環境を系統だつたファミリア リゼー

ション (未知環境の系統的な既知化)と その

後の歩行による確実な既知化である。

②ステップ 2:既知化された具体的な環境を

用いて地図の意味、作成法、読み取 りといつ

た地図化の指導である。

③ステップ 3:般化 と能力の定着を目指 した

他の環境でのステップ 1及び 2の応用的な実

施である。
(の既知地図化法指導プログラムを研究関連

報告書として作成 し、全国の盲学校、視覚障

害リハビリテーション施設、関連大学・研究

所等に郵送 した。
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